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ジには Interview of Professor（教授へのインタビュー）という欄があり，2005年3月まで外国語
学部長を務め，学科開設に尽力された清水克正教授（当時。現名誉教授）による学科紹介が記さ
れている。「異文化・異民族の意義を理解し，問題解決能力のある人材を世界は求めている」と



























3） 学科設立の趣旨に関しては，『私大蛍雪』第80号，2005年5月，120 ― 121ページ，85ページ，「世界的
視野と解決能力を養う国際文化協力学科」『日経BPムック「変革する大学」シリーズ，名古屋学院大学

























































































































































2007―Philippine Study Tour: 



























































































on Study Tour to the Philippines 
2012 organized by Department 
o f  Internat ional  Culture and 











































































10） “GDP growth slows to 3.7％ in 2011,” http://ph.news.yahoo.com/gdp-growth-slows ― 3 ― 7 ― 2011 ― 161229962.
html　2012年9月20日アクセス；“Philippines surprises with 7.1％ GDP growth in Q3; more jobs, better 
incomes seen,”  Philippine Daily Inquirer , 28 November 2012.
11） 同大統領については拙稿「フィリピンの民主主義―選挙，ピープル・パワー，新大統領」『ワセダ　ア
ジアレビュー』，第8号，早稲田大学アジア研究機構，2010年，10月，17 ― 23ページを参照されたい。




























ペ ー ジ；“The Impact of the Global Financial Crisis on the Philippine Economy: Overseas Dependency 
第2表　フィリピンにおける所得構成・世帯別
所得ランク 月収（ペソ） 全世帯に占める割合（％）
A 15万以上  0.2



























or Alternative Development?” in Victor Venida ed.,  Global Financial Crisis in the Asian Context: 



















































ン政府の農地改革政策（Comprehensive Agrarian Reform Program＝CARP　1988年施行）によって，
農民に土地が分配された。政府が地主から土地を買い，小作農や農業労働者に売却し，小作農・











































23） 拙稿，“Land Reform and Rural Development: The NGO Involvement in Cebu, Philippines,『名古屋学院
大学論集（社会科学篇）』，第43巻，第1号，2006年7月，pp. 109 ― 123．
24） カネシゲ・ファームについては，大橋成子「希望の種まき―アジアのムラから見た《世界》」，『季刊ピー
スタディツアーの歩みと国際協力に関する省察
― 279 ―
し，安定した収入。カネシゲ・ファームで農業を学ぶ若い農民はそうした条件のもと，農業に従
事する展望がある。このように，国策の農地改革と相まって，NGO支援は農民の生計向上をも
たらしつつある。こうして，民間の国際協力活動は一定の成果をあげ，農村における貧富格差の
是正に貢献しつつある，といえよう。 
 最後に 
 　以上，国際文化協力学科におけるスタディツアーの歩みを紹介した上，ツアーを通じて国際協
力に関して，考えたことを記した。こうした国際協力について，学生が現場に足を運び，今後と
も見聞を深めてくれることを願う。生きた学習の場を活用してほしいと考える。学科のプログラ
ムとして，スタディツアーが今後とも学生の国際協力に関する認識を深め，かつ異文化理解を促
プルズ・プラン』第57号，2012年3月，4 ― 11ページ。
パンダノン村にて　バナナの実とつぼみ 同村にて　バナナと野菜の混植
カネシゲ・ファーム，研修生たちとの記念写真
― 280 ―
名古屋学院大学論集
す機会として，機能を果たしてくれることを願う25） 。 
25） 国際文化協力学科創設時期の資料収集にあたっては，本学・史料室の服部このみ氏，学術情報センター
の松本典子氏，広報室　吉村綾子氏のご協力をいただいた。感謝申し上げたい。
